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研究成果の概要 

本研究の目標は、セラミックスの脆さという巨視的な課題を克服するために、亀裂先端のような微

視的な領域で塑性変形能を活性化する戦略を獲得し、セラミックス強靭化に向けた微細組織設計

の新方針を提示することである。具体的には、ZrO2、Al2O3、SrTiO3 などの代表的な酸化物セラミッ

クスをモデル材料として、加工・熱処理によって格子欠陥 (主に転位) を導入・制御するとともに、

既存の格子欠陥が塑性変形能に与える効果を微小機械試験法によって精密に評価することで、

セラミックス強靭化に向けた「加工・熱処理による組織制御」の実効性を検証する。2023年度は、複

数の酸化物セラミックス単結晶に対して、表面から数マイクロメートルの深さ領域における転位密度

の増加および破壊靭性の向上をもたらす加工技術を獲得することに成功した。今後は、ここで獲得

した技術をさらに高度化することで、転位密度および破壊靭性のより効果的な制御を実現するとと

もに、微小機械試験法によって既存転位が塑性変形能 (強度、破断ひずみなど) に与える効果を

調査する。 
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